
桑
、
大
橋
の
両
氏
、
な
ら
び
に
以
文
社
編
集
部
の
勝
股
光
政
氏
と
光
芒
社
編
集
部
の
山
本
光
久
氏
の
ご
好
意
に
感

謝
す
る
。

ま
た
最
後
な
が
ら
、
理
論
的
水
準
が
高
く
て
思
想
的
に
も
密
度
の
濃
い
書
物
の
出
版
が
か
つ
て
な
い
苦
境
に
立

た
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
本
書
が
こ
う
し
て
日
本
の
読
者
に
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
、
こ
の

た
び
新
し
い
出
版
社
「
月
曜
社
」
を
起
こ
し
た
二
人
の
若
き
編
集
者
、
神
林
豊
氏
と
小
林
浩
氏
の
熱
意
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
記
し
て
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

二
〇
〇
一
年
七
月

 

 

 

 

 

 

訳
者
を
代
表
し
て

上
村
忠
男

﹇
第
二
刷
へ
の
訳
者
後
記
﹈

重
版
に
あ
た
っ
て
三
箇
所
ば
か
り
誤
植
の
訂
正
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、
著
者
自
身
が
誤
認
し
て
い
る
バ
ン
ヴ
ェ
ニ
ス
ト
の
没

年
（
一
八
五
頁
）
に
か
ん
し
て
「
一
九
七
二
年
」
を
「
一
九
七
六
年
」
に
訂
正
し
た
。
ま
た
、
2
倆
　
（
一
〇
一
倆
一
〇
二
頁
）

21

お
よ
び 
3
倆
　
（
一
八
三
倆
一
八
四
頁
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
グ
レ
ー
テ
・
ザ
ー
ル
ス
の
言
葉
と
そ
れ
に
関
連
す
る
部
分
の
訳

24

文
を
訂
正
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
〇
〇
三
年
二
月
一
五
日
記
）

アウシュヴィッツの残りのもの
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﹇
第
三
刷
へ
の
訳
者
後
記
﹈

一
、
本
訳
書
に
た
い
し
て
は
、
二
〇
〇
一
年
九
月
末
の
初
版
刊
行
直
後
か
ら
予
想
以
上
に
熱
い
反
響
が
あ
り
、
二
〇
〇
三
年

六
月
に
第
二
刷
を
出
し
た
の
に
続
い
て
、
こ
の
た
び
第
三
刷
の
運
び
と
な
っ
た
。
そ
の
間
に
出
た
論
評
は
す
で
に
相
当
の
数
に

上
る
。
が
、
そ
れ
ら
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
『
批
評
空
間
』
第
詠
期
第
四
号
（
二
〇
〇
二
年
七
月
）
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
木

村
敏
氏
の
「「 
あ
い
だ
」
と
恥
ず
か
し
さ
、
そ
し
て
証
言
」
が
重
要
で
あ
る
。

二
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
は
著
者
が
来
日
し
て
、
立
命
館
大
学
と
東
京
外
国
語
大
学
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

う
ち
、
東
京
外
国
語
大
学
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
《
現
代
世
界
と
剝
き
出
し
の
生
》
で
は
、
わ
た
し
自
身
も
西
谷
修
、
市
野
川
容

孝
、
岡
田
温
司
の
三
氏
と
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
そ
の
報
告
を
兼
ね
て
、『
図
書
新
聞
』
二
〇
〇
二
年
二
月

一
六
日
号
に
「
閾
か
ら
の
思
考

―
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
と
政
治
哲
学
の
現
在
」
と
い
う
一
文
を
寄
せ
る
機
会
に
恵
ま

れ
た
。
そ
れ
の
な
か
で
は
、
著
者
の
仕
事
全
体
に
つ
い
て
、
批
判
的
留
保
点
も
ふ
く
め
た
所
感
を
述
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ

の
一
文
は
そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
未
來
社
か
ら
出
し
た
わ
た
し
の
批
評
論
集
『
超
越
と
横
断

―
言
説
の
ヘ
テ
ロ
ト

ピ
ア
へ
』
に
収
録
し
て
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
書
で
著
者
が
「
プ
リ
モ
・
レ
ー
ヴ
ィ
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
と
い
う
よ
う
に
呼
ん
で

い
る
生
き
残
り
証
言
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
五
月
に
岩
波
書
店
か
ら
出
し
た
『
歴
史
的
理
性
の
批
判
の
た

め
に
』
の
第
英
章「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
証
言
の
危
機
」の
な
か
で
も
論
じ
て
あ
る
。
参
看
願
え
る
と
幸
い
で
あ
る
。

三
、
本
書
が
第
三
部
を
な
す
《
ホ
モ
・
サ
ケ
ル
》
三
部
作
の
第
一
部
『
ホ
モ
・
サ
ケ
ル

―
主
権
的
権
力
と
剝
き
出
し
の
生
』

は
、
高
桑
和
巳
氏
に
よ
る
邦
訳
が
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
以
文
社
か
ら
出
た
。
ま
た
、
同
三
部
作
の
第
二
部
１
を
な
す
と
い
う

『
例
外
状
態
』                  
が
二
〇
〇
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
は
未
來
社
か
ら
邦
訳
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

四
、『
中
味
の
な
い
人
間
』 
’                    
（
一
九
七
〇
年
）
の
岡
田
温
司
、
岡
部
宗
吉
、
多
賀
健
太
郎
氏
に
よ
る
邦

訳
が
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
人
文
書
院
か
ら
出
た
ほ
か
、『
開
か
れ

―
人
間
と
動
物
』 
’         
’        
’       
（
二

〇
〇
二
年
）
の
岡
田
温
司
、
多
賀
健
太
郎
氏
に
よ
る
邦
訳
が
近
日
中
に
平
凡
社
か
ら
出
る
。
月
曜
社
か
ら
は
『
バ
ー
ト
ル
ビ
ー
』

と
『
ポ
テ
ン
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ズ
』
の
出
版
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　（
二
〇
〇
四
年
六
月
一
六
日
　
上
村
忠
男
記
）

訳者あとがき
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